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蛍光ランプによるポリエチレン絶縁の紫外線劣化に関する調査報告書

（投資第 135号）

1. まえカfき

誘導灯などの照明~li具内で使用される電線・ケーブルを対象とした紫外線劣化促進試験方法につ

いて検討が行われ、平成 13年 10月に技術資料（技資第 130号「照明器具用電線・ケーフルの紫外

線劣化促進試験J）が制定された。その中で、紫外線劣化加速倍率の検証（紫外線強度の持問積分に

劣化程度が比例することの検証）や、紫外線吸収剤（UVA）や紫外線劣化紡止剤（HALS）等、紫

外線劣化対策剤の長期安定性および紫外線劣化の温度依存性などについては、今後の検討課題であ

るとされていた。

これらの残された課題について検討するため材料小委員会の下に紫外線劣化調査 WGを設置し、

平成 13年 11月より文献調査を主体とした検討を行った。さらに、文献調査からでは明維な解答が

得られなかった紫外線劣化加速倍率について検討するための検読試験を立案・実施した。

本報告書はこれらの検討結果をまとめたものである。

2.促進試験の加速倍率について

今般に屋外暴露試験の結果と各種促進耐候性試験の結果とは、光j原の波長による積算エネルギー

を使つである程度関連付けることができると言われてはいるものの、例えば屋外暴露 1年間に相当

する照射はサンシャインカーボンで何時間になるかという促進試験の加速倍率の数値を明記してい

る文献等は非常に少なく、一概に促進試験の加速倍率がいくつということを数字で提示することは

難しい。例えばJISA 1415・1994 （高分子系建築材料の実験宗光源による暴露試験方法）の解説で

は屋外暴露と促進暴露（サンシャインカーボンウェザオメータ）との相関性について述べられてい

る（ただし、 1999年の改正により解説部分のこの記述は削除された。）が、蛍光ランプの紫外線に

よるポリエチレンの劣化については論じている文献自体がそもそも皆無に近く、その促進試験に関

する知見を得ることは極めて困難な状況であると言わざるを得ない。

参考までに一例として、塗料について屋外暴露1年に相当する各種促進試験の試験時間をまとめ

た結果を表 1に示す。評価項目は色差で、屋外暴露1年の色差に奈る各種試験機による時間を表し

たものである（υ。
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